
 

  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

No.38 

７月２６日、毎年恒例行事となりました、うたしの夏祭り、今年も近隣のお子さんと一緒に開催することができました。 

うたし夏祭りの目的は、「地域交流と役割創出」です。うたしの夏祭りは少し変わっており、ただ楽しんでいただく！のではなく、お一人おひとりの特技を活かした様々な役割を持って

いただき、皆さんと創っていく夏祭りです。司会進行も利用者様にお願いし、事前の練習も少ないなか見事に務めてくださいました。 

今年のテーマ「高齢者からお子さんへ伝えたい（教えたい）こと」ということで、紙芝居を披露しました。うたしの利用者様が子どもの頃はよく、『紙芝居屋さん』が来ていたそうです。

紙芝居の絵から読み文まで利用者様の手作りで、もちろん読み聞かせも利用者様！紙芝居では、相手（お友達）を思いやることの大切さを伝えていただきました。 

今後も利用者様が役割を持ち自律支援に繋がる活動を行って参ります。 


